
わせていただきます。前半では「飲酒運転の根絶」につ
いて、後半では「冬道事故の防止」についてお話しした
いと思います。
　今年は平成２６年７月１３日に発生した小樽ドリーム
ビーチでの死亡ひき逃げ事故から、ちょうど１０年目の
節目にあたります。この事故については、多くの方が記
憶に留めておられるかと思います。今年７月１３日には、
廣瀬会長にもご参加いただき、献花式を執り行いました。
この場を借りて事故の概要を簡単に説明させていただき
ます。なぜこの話をするかと言いますと、2 か月前にも
朝まで飲酒をしていた大学院生が正面衝突事故を起こ
し、死亡者を出すという悲惨な事故が発生したからです。
同じような事故が繰り返される現状に、何かの因果を感
じざるを得ません。

この事故は平成 26 年 3 月 13 日午後 4 時 28 分頃、小
樽市銭函 3 丁目、ドリームビーチ付近で発生しました。
被疑者は海の家で飲酒をした後、タバコを買いに行くた
め自家用車を運転中、脇見運転により道路左側を歩いて
いた 4 名を次々にはね、そのまま逃走しました。この事
故で3名が死亡し、1名が重傷を負いました。

発生から約 15 分後、被疑者が自ら 110 番通報し、道
警のヘリコプターが被疑車両を上空から発見、手稲警察
署により身柄を確保されました。被疑者は当時 31 歳の
飲食店従業員で、基準値の約 3 倍となるアルコール濃度
0.55 を検出。車内でスマートフォンを操作しながらの
飲酒運転が原因で、このような悲劇が起きたのです。

飲酒運転防止のために
飲酒運転を根絶するには「車とお酒を完全に切り離すこ
と」が最も効果的です。例えば、車を自宅に置いて出か
けたり、代行運転を利用するなど、徹底した事前対策が
重要です。しかし、現実には酔いが回って気が大きくな
り、運転してしまうケースが後を絶ちません。北海道で
は現在も飲酒運転が原因の死亡事故が多く発生してお
り、その根絶は喫緊の課題です。

例えば、2006 年に発生した福岡市職員による一家死亡
事故や、砂川市での一家 5 人死傷事故など、飲酒運転が
引き起こした悲惨な事件が後を絶ちません。厳罰化が進
む中でも、飲酒運転が完全になくならないのは非常に残
念なことです。これから年末年始にかけて飲酒の機会が
増えますので、ぜひ周囲の方々にも注意喚起をお願いい
たします。

冬道運転の注意点
次に、冬道運転についてです。冬道は路面状況、タイヤ
の性能、そして速度の 3 つが事故防止の鍵となります。
特に凍結路面では良質な冬用タイヤが不可欠です。ス
リップ事故の多発する箇所としては、橋の上、トンネル
の出口、日陰、山間部などが挙げられます。これらの場
所は、昼間溶けた水分が夕方以降に再凍結し、アイスバー
ンとなるため特に注意が必要です。

スリップ事故を防ぐために
また、急ハンドルや急ブレーキはスリップの原因となり
ます。前方の車が止まるだろうという「だろう運転」で
はなく、相手が止まらないかもしれないという「かもし
れない運転」を心掛けることが重要です。特に若い運転
者や経験の浅いドライバーに対しては、丁寧な指導が事
故防止に繋がります。

薄暮時間の危険性
夕方の薄暮時間帯は視界が悪くなるうえ、気温が急激に
低下し、路面が凍結しやすくなります。この時間帯の事
故防止には、速度を抑え、歩行者の確認を徹底すること
が求められます。黒っぽい服を着た歩行者が発見しにく
いこともあるため、ドライバー側が特に注意を払う必要
があります。

講話のまとめ
本日はお時間をいただき、交通安全に関するお話をさせ
ていただきました。最後に、皆様と従業員の方々が交通

福島会員
　３５年の永年出席ということであ
りがとうございます。実は、ロータ
リーに入会して今年で３８年目とな
ります。４年目に籾谷さんが当会か
らガバナーとして選ばれ、地区幹事
を務めた際に、ロータリー活動への
意識が芽生えました。それ以来、
３５年にわたり出席を続けることが
できました。米山さんのように５０
年まであと１５年も続けられるか

はわかりませんので、これからも精進していきたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
■幹事報告
①例会変更のご案内
②本日の例会プログラムは小樽警察署交通第一課長　武田
　健志警部の卓話です。
③地区大会の登録料納入の件
④年末家族懇親会出欠返信締切りの件
⑤鏡餅配布の件
⑥１２月１３日年次総会開催の件
⑦酒田ＲＣ様より週報が届いております。掲示いたします
　ので是非ご覧ください
⑧例会終了後の理事会
⑨水谷会員の会員名簿用シールをメールボックスに入れて
　ありますので、会員名簿にお貼り願います。
■委員会・同好会報告
①村越国際奉仕委員長より、「榎本石鹸プロジェクト」のご案内
②斎藤仁広報情報委員長より、「ロータリー情報5回目」
■出席委員会
２０２４年１１月２９日
総会員数５２名　　欠席者数１７名
石川、伊早坂、太田、斎田、斎藤（英）、佐藤（善）、佐藤（公）、
佐藤（友）、佐藤（勉）、田中（彰）、地山、中井、馬場、吹田、
堀内、松浦、宮川、盛、山谷
例会プログラム
■小樽警察署交通第一課長　武田健志警部
　皆様、本日はお疲れ様でございます。小樽警察署交通
課長の武田と申します。この度は当会にお招きいただき、
誠にありがとうございます。交通安全に関する講話を行
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小樽南ロータリークラブ会報
１９６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
１ ９ ６ ０ 年 創 立
昭和３５年２月５日
２０２４年 1 ２月６ 日金発行
通巻第３０７３号����
　１２月６日
●「PMF開催について」　札幌モーニング　
　ロータリークラブ　宮部光幸様卓話
１２月１３日
●年次総会
●新入会員卓話（水谷陽介会員）
●理事会
１２月２０日
●年末家族懇親会

今

週

　

来

週

2024 - 2025 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.より大きなインパクトをもたらす
2.参加者の基盤を広げる
3.参加者の積極的なかかわりを促す
4.適応力を高める

２０２４－２０２５年度
出村ガバナーメッセージ

「勇気を出して行動しよう」

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■小樽警察署交通第一課長　武田健志警部　卓話

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8100
●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/

■ロータリーソング【それでこそロータリー】
■ゲスト・ビジターの紹介
小樽警察署交通第一課長　武田健志警部
■会長挨拶【桂正俊会長】

　小樽警察署の武田健志様、本日
はお越しいただきありがとうござ
います。先日、太田会員から免許
返納についてお話を伺いまして、
本日、小樽警察署の方が来てくだ
さると聞き、とても楽しみにして
おりました。後ほどの卓話をよろ
しくお願いいたします。
　前回の地区大会についてお話さ
せていただきました際、参加いた
だいた方々へのお礼を申し上げま

したが、本日はその中で永年出席１００％を達成された方を
お二人ご紹介させていただきます。長年にわたりご尽力いた
だき５０年もの間、永年出席１００％を達成された米山会員
と、同じく３５年にわたり１００％出席を達成された福島会
員、おめでとうございます。
　雪のある地域では、永年出席１００％を達成することは非
常に難しいことだと思います。私もさまざまな場で挨拶をす
る際、「本日は足元の悪い中、ありがとうございます」と申し
上げていますが、これは単なる社交辞令ではないことを最近
改めて感じました。先日、ある会議で雪の中を歩いている際、
二人の重要な方が転倒し骨折してしまったという出来事があ
りました。そのため、「足元の悪い中、気をつけてお帰りくだ
さい」という言葉は非常に重要であると再認識しました。

米山会員
　出席することの意義は、５０人
いれば５０通りの考え方がある
と思います。私自身、「出席し
てよかった」と感じられること
に意味があるのではないかと
思っています。これからは、
１００％出席にこだわりすぎ
ず、健康に気をつけながら、
もう少しロータリーライフを楽
しみたいと考えております。

再
来
週

安全を意識し、無事故で過ごされることを心より願って
おります。

どうもありがとうございました。
例会プログラム
■地区大会報告【松浦光紀ＰＧ・桂正俊会長】
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わせていただきます。前半では「飲
酒運転の根絶」について、後半で
は「冬道事故の防止」についてお
話ししたいと思います。
　今年は平成２６年７月１３日に
発生した小樽ドリームビーチでの
死亡ひき逃げ事故から、ちょうど
１０年目の節目にあたります。こ
の事故については、多くの方が記
憶に留めておられるかと思いま

す。今年７月１３日には、廣瀬会長にもご参加いただき、
献花式を執り行いました。
　この事故は平成２６年３月１３日午後４時２８分頃、
小樽市銭函ドリームビーチ付近で発生しました。被疑者
は海の家で飲酒をした後、タバコを買いに行くため自家
用車を運転中、脇見運転により道路左側を歩いていた４
名を次々にはね、そのまま逃走しました。この事故で３
名が死亡し、１名が重傷を負いました。
　発生から約１５分後、被疑者が自ら１１０番通報し、
道警のヘリコプターが被疑車両を上空から発見、手稲警
察署により身柄を確保されました。被疑者は当時３１歳
の飲食店従業員で、基準値の約３倍となるアルコール濃
度０．５５を検出。車内でスマートフォンを操作しなが
らの飲酒運転が原因でこのような悲劇が起きたのです。
　飲酒運転を根絶するには「車とお酒を完全に切り離す
こと」が最も効果的です。例えば車を自宅に置いて出か
けたり、代行運転を利用するなど徹底した事前対策が重
要です。しかし現実には酔いが回って気が大きくなり、
運転してしまうケースが後を絶ちません。北海道では現
在も飲酒運転が原因の死亡事故が多く発生しており、
その根絶は喫緊の課題です。
　例として２００６年に発生した福岡市職員による一家
死亡事故や、砂川市での一家５人死傷事故など飲酒運転
が引き起こした悲惨な事件が後を絶ちません。厳罰化が
進む中でも飲酒運転が完全になくならないのは非常に残
念なことです。これから年末年始にかけて飲酒の機会が
増えますので、ぜひ周囲の方々にも皆様からの注意喚起
をお願いいたします。
　次に冬道運転についてです。冬道は路面状況、タイヤ
の性能、そして速度の３つが事故防止の鍵となります。
　特に凍結路面では良質な冬用タイヤが不可欠です。ス
リップ事故の多発する箇所としては、橋の上、トンネル
の中、日陰、山間部などが挙げられます。これらの場所
は昼間溶けた水分が夕方以降に再凍結し、アイスバーン
となるため特に注意が必要です。

　急ハンドルや急ブレーキもスリップの原因となります。
前方の車が止まるだろうという「だろう運転」ではなく、
相手が止まらないかもしれないという「かもしれない運転」
を心掛けることが重要です。特に若い運転者や経験の浅い
ドライバーに対しては、丁寧な指導が事故防止に繋がります。
　夕方の薄暮時間帯は視界が悪くなるうえ、気温が急激に
低下し路面が凍結しやすくなります。この時間帯の事故防
止には速度を抑え、歩行者の確認を徹底することが求めら
れます。黒っぽい服を着た歩行者を発見しにくいこともあ
るため、ドライバー側が特に注意を払う必要があります。
　本日はお時間をいただき交通安全に関するお話をさせて
いただきました。最後に、皆様と従業員の方々が交通安全を
意識し、無事故で過ごされることを心より願っております。
■絵本・児童文学研究センター 祝賀会
第２８回文化セミナー／第３４期生修了式

まごころ箱・・・・・・いつも有難うございます！

入金集計額 ５８５,０００合
計

福　　島     会員…地区大会にて、３５年永年出席１００％表彰を受け
ました。

　　桂  　　会員…今日は小樽警察署武田警部ありがとうございます。
これからも安全運転を心がけますが、ロータリーク
ラブでも安全運転の運動もおこなっていきます。

佐  藤 ( 雅 ) 会員…車寅次郎の誕生日です。今日は「男はつらいよ！」を
観賞しましょう。

松　　 尾    会員…１１月の結婚祝い、山田会員と中井会員のお祝いをで
きておりませんでした。誠に申し訳ございませんでした。

山　　 田    会員…マージャン大会で優勝しました。

令和 6.7.1 ～令和 6.11.29（14,000 円） 円

「ロータリーの友」から山本朋史記者が取材に

会場全体が熱気に包まれたライブ

工藤会員の演奏に合わせ湊会員の素敵な歌声


